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去
-
乍
ら
明
か
に
ビ
.ス
.
マ
I

ク
は
フ
ァ
グ
ダ
ょ
-
も
巴 

见
の
事
態
に
通
じ
て
居
た
，の
で
、
後
溝
は
其
後
多
分
前 

激
の
狡
潜
な
る
意
見
を
納
れ
な
か
つ
た
，̂
ざ

を
後
悔
し 

ぬ
.で
あ
ら
ぅ
。

■

一
A

七

1

年
の
春
リ
ォ
ン
を
始
め
、
ホ
佛
南
佛
の
諸 

都
^
^
が
巴
里
ど
學
で
、
購
防
政
府
の®

S

を
企
て
、
他 

國
を
.極
度
に
卷
银
せ
し
な
る
に
至
て
、
.萬
國
勞
働
者
協 

會
の
述
動
は
獨
逸
の
思
ふ
撒
に
嵌.

C
V

S

の
で
あ
る
。
協 

會
員
等
ぱ1

；

民
的
政
府
に
代
ゆ
る
に
、
を
自
洁

M
C

O
?

:

 

m
u

n
e

を
政
府
の
單
位
と
し
、
北
へ
開
に
.
}
致
協
同
を
遂
ぐ 

可
き
聯
邦
制
度
を
以
て
せ
む
と
し
た
。
是
等
の
共
産
生 

義
紫
が
母
國
の
未
だ
獨
取
の
足
下
に

苦
！
：

し
つ
/
^
あ
る 

に
力
つ
て
、
斷
然
政*

を
掌
®

し
や
ぅ
と
企
て
お
事
が
、 

旣
に
其
運
動
の
特
性
を
發
挪
し
て
屈
を
。
こ
は
即
ち
海 

國
勞
働
者
協
會
ホ
の
熱
お
な
る
少
數
紫
に
、
國
家
の
生 

張
が
全
然
無
視
せ
ら
れ
て
居
た
こ
と
を
能
明
し
て
居 

る
。
否
、
彼
等
は
冊
闘
の
苦
痛
が
大
な
れ
ぱ
大
な
る
だ 

け
、
舊
世
界
の
思
考
を
一
掃
し
て
、

食
に
共
鹿
主
義

的
"
非
®
家
的
形
式
を
與
ふ
る
に
好
都
合
な
な

W

券
へ 

た
こ
と
を
證
明
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
結
局
は 

國
民
的
意
覓
が
勝
を
制
し
た
け
れ
ど
、
t
其
れ
も
*
國
を 

し
て
殆
ど
宠
解
の
淵
に
沈
ま
し
む
る
糖
の
激
烈
な
る
内 

亂
を
經
れ
後
の
事
で
あ
つ
た
。
巴
里
に
於
け
る
放
火
隊 

の
暴
行
や
ら
、
政
治
ぽ
の
他
の
徵
瞪
や
ら
が
、
此
協
愈 

の
生
張
を
^
?信̂
用
な
ら
し
め
、
か
ぐ
てI

八
七
二
年
に 

な
ゥ
て
、
蔣
國
势
働
者
協
會
は

一

一
派
に
分
裂
し
た
の
で 

あ
る
'。
力
/
1 

 ̂

*
マ
ダ
ク
ス
.め
率
.ひ
.て
居
た
穩
取
派
は
、 

多
數
を
以
ャ 

'パ
クti:

ン
配
下
の
無
職
派
を
制
し
た
。
然 

し
後
者
は
#

®
の

職

®

其
れ
ょ
-
^
も一

層
西
班
牙 

及
び
伊
*
利
の
職H

,

ホ
；̂
多
數
の
味
方
を
有
つ
て
居 

る
。
自
家
の
、暴
行
の
爲
信
用
を
失
し
た
る
虚
無
主
義
者 

は
漸
.次
其
數
を
減
じ
た
。
所
が
：露

W
E
4

の
同
主
義
游
は 

農
奴
解
：̂
ど
斷
行
し
た
る
ァ
レ
ク
ナ
ン
ド
ル
：！

I

世
の
晴 

殺
を
遂
げ
た
の
で
、
露
國
は
復
も
反
動
派
の
天
下
に
な 

つ
て
了 0

力
の
で
あ
る
。

以
上
の
事
實
の
重
要
な
る®
は
、
世
界
主
義
の
主
服

筋
十1

卷

(

六
ニ一

九)

0

錄
史
上
よ
リ
觀
た
る
世
界
主
義

鎮
五
馈

ま

け

3
：

謝、

IPv

iil
レI

II

m

-

十

1

卷

G

ハ
ニ
！八)

雜

‘
錄
史
上
よ
り
觀
た
る
世
界
ホ
一
義

筋
i

冗
八

，.史

上

I
.り

觀

れ

る

世

界

生

義

び

トn

部

百

ネ

郎

m

國
民
主
義
が
勃
興
し
て
來
を
の
で"

漸
く
頭
ザ
を
現 

.
は
さ
む
と
し
た
世
界
的
®
動
は
爲
に
成
功
の
機
會
を
得 

な
か
つ
た
"

此
世
泥
的
辦
動
の
起
原
は
マr
A

六
®
年 

英
國
の
勞
働
き
，じ

傭
國
の
勞
働
者
と
が
協
同
し
て
偷
敦 

に
於
て
凝
起
し
力
®
國
努
働
激
協
會

P Internationale 

と
呼
ば
れ
力
有
名
な
る
會
合
にf
f
iるV

し
云
ふ
こ
マ」
が
出 

來
る
。

一
八
六
ニ
年
の
偷
敦
博
覽
會
開
催
に
際
し
て
、 

佛
國
か
ら
謝
問
し
た
み
努
鯽
者
と
英
國
の
势
働
激
^
0
の 

會
合
か
ら
曲
來
し
た
る
此
協
會
は
、
忽
ち
に
し
て
有
ゆ 

る
國
々
に
其
支
部
を
設
け
た
。
而
し
て
其
大
愈
で
は
、 

海
時
*

も
進
步
し
た
るa

類
に
働
ず
る
蔣
命
的
能
會
主 

義
が
勝
を
制
し
力
。

一
，八
六
九
年

\

ク

ン

V

し
露
國
及

び
波
蘭
の
虚
無
主
義
ポ
が
此
協
停
に
加
入
す
る
に
至 

て
、
無
政
府
.

主

義

の一

派
が
：®

勢
に
な
ウ
て
來
た
。一

八 

七
一
年
の

e
3

里
コ
ン
ミ
ユ

I

ン
の
暴
動
に
對
し
て
此
協 

會
が
與
へ
た
影
響
に
至
つ
て
は
、
鎌
ふ
者
が
多
い
け
れ 

ど
"

金
は
其
理
由
を
以
て
不
充
分

>
/」

考
ゆ
る
。

ァ
ノ
ト 

は
當
時
巴
里
に
於
け
る

P

 

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
e

の
會
W

激 

を
七
蔣
乃
m

A

焚

な
-

^

と
計
算
し
、
爾
し
て
ビ
ス
マ 

1

ク
が
佛
國
共
産
主
義
者
の
無
政
府
的
傅
道
を

m

動
し
，
 

た
や
ぅ
に
信
じ
て
居
る
。
，此
説
は
*
强
附
會
に
見
ゆ
る 

け
れ
ど
、
然
し
ビ
ス
，
マ
|

ク
は
其
敵
國
を
删
厕
な
^
^
し 

む
る
術
策
に
か
け
て
は
巧
手
で
あ
つ
た
0

彼

は

一

八
七 

1
,

年

1

月
サ
七
日
ジ
I

ユ
ル
•

フ
ァ
グ
ル

V

し
の
會1

!̂

中
、 

將
さ
に
獨
逸
取
の
手
に
落
ち
む
ビ
す
る
其
巴
里
の
與
論 

の̂
|
§

臉
な
る
狀
態
に
言
及
し
て
、
下
の
や
ぅ
な
陰
險
な 

る
忠
告
を
與
へ
た
Q

日

く

「

貴
國
に
未
だ
鎭
腿
す
る
眼 

勝

：の
存
す
る
中
、
暴
徒
を
挑
發
し
て
は
如
何
で
す」

ビ
。 

此
の
加
く
踐
酷
な
る
忠
吿
に
接
し
た
る
ス
ァ
グ\

は
恐 

怖
の
服
を
以
て
ビ
ス
マ
ー
ク
を
見
上
げ
た
の
で
も
る
。

r/：

お、:

I-
y ：

タ、:

I

1 
tk *' I



I
■'ベS ic、••-I
I
I

域

ず
'る
述
動
と
な
る
マ
し
、
何
處
ょ
り
も
是
等
兩
人
糖
の
間 

に
成
功
め
機
會
が
多S:

の
で
あ
る
。
®
職
上
其
影
響
の 

大
な
る
社

會
上
の
革
命

は
槪
し
て
是
等

の
人
®

の
如
じ 

起
因
レ
た

の
で
あ
る
。

之
に
反
し
て
、
獨
逸
人
やナ
ン 

グ

u

。サ
ク
ソ
ン
や
ス
キ
ャ
ン
テ
ィ
ネ
グ
ィ

ア
人
や
は
、 

家
底
マ
し
徊
人
の
自
由
を
貴
ぶ
の
で
有
名
で
あ
る
。

ル
I
, 

テ
ル

V

し
ク
ロ
ン
ク
チ
ル
が
是
等
の
人
®
の
特
色
を
代
表 

し
、
ル
ジ
ツ
ク

と
マ
ッ
チ

n

が
ラ
テ
ィ
ン

民
族
の
特
色 

'ど
代
表
し
て
居
る
。
故
に
世
界
主
義
が
先
づラ
テ

ィ
ン 

民
族
の
；！
に
發
處
し
"
而

し
チ

ユ

ト
シ
民
族
の
個 

人
主
義
に
依
て
f
f
i害
せ
ら
る
可
く
觅
ゆ
る
の
で
あ
る
。

所
が
、
一
A

七

I

年
に
於
け
る
世
界
主
義
の
述
動
は
、
 

生V」

し
て
其
黨
員
の
過
度
な
る
熟
心
に
依
て
失
敗
し
た 

の
ヤ
あ
る
。
ズ
ラ
‘ク
ー
！
ン
グ
失
人
は
當
代
の
佛
國
人
が 

诡
極
端
に
ま
る
傾
向
あ
る> J

マ

」

‘を
歌
て
居
る
。

へへ
 These too 

fierv a
n
d

 impati&t souls?

T
h
e
y

 threats 

confiagraliion 

t
o the world. 

A
n
d

 

with most icfuTDUlous logic 

on

Impossible practice.

1

A

七
一
年
.の
春
に
於
け
る
が
か
く
、
此

狀

の®
 

し
ぐ
暴
露
せ
ら
れ
た
こ
ビ
は
：な
い
。
第
三
佛
國
共
和
狹 

治
が
一
時
.反
動
派
の
爲
"

勝
を
制
せ
ら
れ
た
の
は
、
畢 

貴
共
産
主
義
者
の
罪
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
獨
逸
に
於 

て
は
無
.政
庶
黨
の
運
動
は
形
勢
重
大
な
る
こ
と
絕
へ
て 

な
か
っ
た
。
而
し
て
獨
逸
社
會
黨
の
多
數
の
不
；ホ
と
云 

ふ
の
も
、
結
局
は
、
現
皇
命
の
獨
载
的
行
動
に
ょ
っ
て 

自
か
ら
刺
戟
，せ
ら
れ
た
不
平
以
上
の
も
の
で
は
な
い
の 

で
あ
る
。

マk

ク
ス
派
の
社
會
黨
員
で
さ
へ
'卿
逸
で
は 

漸
次
满
少
ず
る
の
で
あ
る
が
、
臭
實
獨
逸
の
社
會
黨
と 

云
ふ
の
は
往
々
に
し
て
倘
人
の
自
ぬ
の
主
張
激
力
る
に 

過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
ク
ィ
リ
ア
ム
ニ
世
は
其
治
世
の 

最
初
の
お
八
年
の
間
、
國
家
社
會
主
義

V」

辦
せ
ら
れ
ね
、
 

.
る
政
策
を
用
ひ
て
、
社
會
黨
を«

撫
せ
む
ど
企
て
ね
。 

然
しJ

八
九
五
年
前
後
に
於
て
、
彼
ほ
其
國
家
社
會
主 

義
の
緩
和
策
が
一
向
に
認
め
ら
れ
な
か
ウ
た
こ
と
を
發 

息
し
た
の
で
、一

八
九
六
ギ
に
は
遂
々
®
界
政
饿
に
乘

1

傘

(

六

維

錄
化
上
よ
り
觀
た
る
世
界
主
教

ダ
五
が

!

I

ポ
十】

⑥

(

六
四

o)

錄

虫

上

よ

リ

觀

る

.
仙
得
主
教

第
五
號

者
等
0
無
分
別
な
る
こ〜

> 
及
び
最
も
慘
憶
た
：る
戦
爭 

の
後
何
直
國
家
の
要
求
を
全
然
親
視
し
た
こ
マ
し
で
あ 

る
0.
然
し
無
政
府
主
義
な
る
菲
國
民
主
義
な
る
理
論
が 

獨
逸
人
の
間
に
於
け
る
-
6b
も
、
‘Mス
ラ
ズ
民
族
及
び
ラ 

-グ
ィ
シ
民
族
の
.間
に
進
か
大
な
る
振
據
を
占
め
て
居
る 

こ
'と
を
看
取
ず
る
は
、
極
め
て
重
大
で
あ
る
。
獨
逸
の 

社
會
主
義
で
膨
勢
な
る
力
ー
ダ
*
マ
ル
ク
ス
驚
は
、
其
意 

見
に
於
て
&
進
渉
し
て
居
る
け
れ
ど
、
無
政
府
黨
で
は 

な
5̂5,ウ
た
。
恰
度
普
佛
戰
银
の
.勃
發
前
ー
八
七0

年
七 

月
二
十
日
の
事
、:

マ
.

(

ク
ス
ゆ
他
の
社
會
主
義
辦H

ン 

グk

ス
に
書
を
與
へ
て
、
佛
國
人
が
激
々
に
敗
北
す
る 

こ
と
を
希
望
す
；
、左
す
れ
ぱInternationale

の
ホ
心 

は
獨
逸
，に
称
る
で
あ
ら
ぅ
と
云
づ
て
居
る
。

マ
ル
ク
ス
'
 

は
又
佛
®
西
共
和
國
に
.
®し
て
も
、
ナ
ポ
レ
ォ
ン
ニ
®
 

の
帝
政
に
劣
ら
ぬ
殺
敵
意
.
^

」

抱
い
て
居
た
。
之
に
反
し 

て\

 

r
ユ
ン
は
獨
逸
人
£
戰
へ
る
恭
き
佛
蘭
阿
民
衆
政 

治
を
援
助
す
可
く
全
力
を
盡
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
て 

獨
逸
の
社
會
主
義
激
は
國
民
主
義
に
佩
き
、
桃
國
及
び

露
國
の
#

會
主
義
者
は
.世
界
主
義
に
辟
ふ
：，た
の
で
あ 

る
0 

r

o

bて
®

-

ラ
チ
ィ

.ン
民
族
ス
ラ
グ
民
族
の
旧
に 

恐
怖
を
與
べa

、

あ
る
.t

部
少
數
派
は
、
管
だ
其
等
譜
：
 

國
政
府
の
敵
た.る
の
み
を
ら
ず
、
有
ゆ
る
政
府
の
公
然

チ
ユ
I

ト
ン
：民
族
と
‘ラ
チ
ィ

ン
及
び
ス
ラ
グ
民
族
ビ 

の
間
に
此
の
如
き
相
進
を
來
し
た
の
に
は
、
其
處
に
氣 

®

並
び
に
見
解
の
根
本
的
相
進
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

ラ
テ
ィ

ン
民
族
及
び
ス
ラ
グ
民
族
はチ

ユI

ト
ン
民
族 

に
此
し
て
、
理
想
の
念
が
確
に
强
く
ッ
又
共
同
の
法
律 

共
同
の
文
明
と
云
，ふ.考
も
其
根
本
が
深
い
。
で
あ
る
か 

ら
有
ゆ
る
重
大
な
る
問
題
に
際
し
て
、
社
會
の
權
威
が 

勝
を
お
め
るI

是
れ
は
古
代
羅
堪
が
ラ
テ
ィ
ン
民
族 

に
豊
.か
に
與
へ
た
遺
産
で
あ
る
。

ス
ラ
グ
民
族R

も
之 

と

同I

の
#

念
が
あ
，り
、
：而
か
も一

層
強
い
感
情
の
後 

動
を
‘觅
る
：の
が
此
人®

の
特
色
で
あ
ぶ
。
夫
れ
で
®
人 

に
對
す
る

社
會
の
主
權V

し
か
、
も
つ
と
廣
く
人
類
の
主 

權
マ」

か
云
，ふ
，如
き
、
其
影
響
の
大
な
る
改
茶
を
：目
的
と



r
1

紙
十一

翁

0
K

S
5

雑

錄

史

上

よ

.リ
觀
や
る
世
界
主
義

第
五
號

•Ji_»

P ：

出
し
た
の
で
あ
る.
0 

獨
逸
の
此
商
業
的
帝
國
主
義
ほ
：急
激
に
成
功
し
た
の 

で
あ
る
が
、
殊
に
现
著
な.る
は
、
其
が
極
め
て
多
數
の 

鯽
逸
社
會
黨
員
を
味
方
に
引
込
む
だ
こ

.
W

で
ぁ
；

0
。

是 

等
紙
會
主
義
黎
變
就
の
理
由
は
今
に
'於
て
明
白
で
な
い 

け
れ
ど
、
然

も一

つ
の
理
由
"
恐
ら
ぐ
根
本
的
の
理
曲 

は
、
エ

ミ

ぐ
"

H

ルV
J

呼
ぶ
白H
義
人
に
依
て
指
摘
せ 

ら
れ
力
。
ッ
ル
ネ
I
か
ら
選
出
せ
ら
れ
た
社
會5
M
の
代 

赚
士
た
る
彼
は
か
ぅ
云
ふ
を•述
べ
て
屈
る
0 

,
マ
ル
ク 

ス
の
a

會
主
義
は
殆V

全
く
社
會
問
題
の
自
然
的
方
面 

に
ぱ
か
-
=
倾̂
倒
し
た
の
で
、
從

て！

八
K

八
年
の
社
會 

主
義
潘
を
刺
戟
し
た
る
今一

層
廣
沉
な
る
人
道
的
間
週 

を
閑
却
し
た
の
で
あ
る
云
々
。
此
說
明
は
以
上
の
疑
問 

を

i

層
進
む
で
解
释
す'る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
の
は
、

一
八
八
八
ギ
以
来
獨
逸
政
麻
は
勞
働
卷
の
腐
に
多
く
盡 

.辦
す
る
所
あ
り
、
而
し
て
赖
近
彼
等
に
向
，ジ
て
殖
民
地 

並
び
に
度
好
な
る
港
灣
の
必
要
を
唱
道
せ
む
ざ

試

み

ホ
 

か
ら
で
あ
る
。
主

し

て
S

魏
と
激
肉
を
欲
求
す
る

勞
働
者
に
取
て
"
獨
命
の
此
政
策
は
抵
杭
す
可
ら
ざ
る 

吸
引
力
を
示
し
な
の
で
あ
る
。
例
へ
ぱ
獨
帝
の
保
譲
す 

ス
饥
獨
逸
主
義
の
綱
値
は
、
大
獨
逸
の
中
に
白

f
=
t

義
及 

び
和
.蘭
©

包
括
を
目
的
と
し
て
居.る
が
、
之
を
行
ふ
前 

に
方
つ
，て
中
歐
關
桃
同
を
組
繊
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
而 

し
て
此
綱
値
は
甚

く

、、ハ
グ
ァ
リ
ア
人
の
ホ
に资
國

主
義 

的
及
び
排
外
的
思
想
の
成
長
を
促
進
し
力
。
以
前
め
分 

立
主
義
か
ら
脱
却
し
て
、
プ
グ
ァ
リ
ア
人
は
熟
に
此 

綱
®

を
遵
舉
し
た
。.
何
ヒ
な
れ
ば
、\

、グ
ァ
リ
ア
王
が 

近
頃
宣
言
し
た
や
ぅ
に
、
之
に
依
て
南
：獨
の
資
易
は
W

ッ 

え
ル
ダ
ム
や
ア
ン
ト
ツI

ダV
J

云
ふ
自
然
の
港
を
與
へ 

ら

る

、
か
ら
で
あ
る
。
之
と
均
し
く
商
業
の
大
都
市
に 

於
て
も
、.
極
め
て
多
數
の
社
會
，主
義
者
は
#
國
の
膨
服 

政
策
に
贊
成
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

獨
逸
社
會
黨
の
行
動
は
世
界
主
義
に
取
て
甚
い
打
#
 

で
あ
つ
た
。
社
會
主
義
の
最
初
の
主
唱
若
の
多
ぐ
は
、
 

諧

國

民

ゆ

.
の

自

由

韻

.

115̂

を
以
‘
て

、
灰

前

的

交

通

を

播

進 

し
從
ウ
て
戰
爭
の
機
會
を
減
’ず
る
方
法
な
6
.と
信
じ
ね

の
で
あ
る
。
然
る
に
ビ
ン
マ
ー
ク
の®

逸
工
業
保
識
政 

策

は(

農

業

關

す

る

ビ

ュ
I

り
I

の
政
策
に
依
て
柳 

は
れ
て)

巡
に
通
商
及
び
農
業
の®

®

を
越
へ
て
、
極
，

め
て
重
要
な
る
船
*
を
齋
ら
し
ね
め
で
あ
る
。ざ
云
ふ 

の
は
、
當
時
獨
逸
の
前
逾
に
は"

1
1

個
の
政
策
が
在
つ
一

力
か
ら
で
あ
る-
-

-
即
ち
平
斯
的
交
通
を
含
め
る
自
ま

\

贸
易
の
缸
を
繼
績
す
可&
か
、
或

は

像

ぱ

で

狹
f
eな
一 

る
國
民
主
義
的
政
策
を
探
る
可
さ
か
、
，
此
の
二
つ
で
ゐ

\ 

つ
た
。
所
が
ピ
ス 
'マ
ー
ク
は
後
き
を
揮
む
だ
。
而
レ
て
一 

ク
ィ
-ル
ヘ
ル
ム
は
其
目
的
が
獨
逸
國R
を
し
て
出
来
得\ 

る
眼
◊
自
給
自
足
的
圓
體
た
ら
し
む
る
に
在
つ
た
め

\ 

で
、

ピ
ス
マ
I

ク
の
政
策
を
一
層
助
長
し
た
。
其
結
果、

™ 

獨
逸
は
‘♦
和
の
®
十
年
の
間
に
、
國
外
に
溢
れ
出
で
む
一 

と
す
る
殺
、
工
業
的
生
鹿
の
奠
大
な
.る
貯
藏
を
見
ね
。

國
家
の
保
譲
を
基
礎
ご
し
て
、
あ
大
な
る
工
業

f
2
I

社
が 

伽
立
せ
ら
れ
，た
の
で
あ
る
が
、
是
等
の
曾
ま
は
他
の
國 

家
が
*

巡
の
商
、品
を
ぱ
低
廉
な
る
删
税
で®

入
す
る
’
し
 

マ
し
を
許
可
す
る
に
非
れ
ば
、
他
じ
適
常
な
る
！

^

場

"、
し
て

發
見
し
得
な
-
^
ウ
た
。
而
か
も
此
の
如
き
は
、
他
の
國 

家
が
充
分
に
は
承
引
せ
ぬ
所
で
あ
つ
れ
。
此
に
於
て
か 

國
民
主
義
的
或
は
保
譲
的
制
度
は
行
き
詰
ク
て
了
ウ
た 

の
で
あ
る
。
新
し
い
貿
易
關
係
者
等
は
霞
♦
マ
し
し
て
ザ 

市
濃
を
要
求
し
、
是
等
關
聯
す
る
職
エ
も
服
擁
带
國 

傲
服
論
者
と
な
る
に
至
ク
た
。
此
の
如
く
レ
て

一

八
八 

0
年
に
掠
旧
せ
レ
れ
た
保
識
制
度
は
、
益

他

國

の

俳 

口
を
要
求
す
る
徵
を
®
く
せ
し
め
た
の
で
あ
る 

ン
實
際
上
、
獨
逸
の
此
全
體
の
制
度
は
凡
を
下
の
や
ぅ 

に
不
正
結
能
を1

し
た
の
で
あ
る
。
條
一
 

> 

殖
i

 

は
殖
民
地V

J

及
び
政
ま
の
保
®

を
要
求
し
ね
。
次
ぎ
に 

殖
民
地
な
る
も
の
は
大
海
軍
を
め
要"^

」

す
る
マ」

說
明
せ 

ら

れ

の
で
あ
る
が
、
更
ら
じI

方
に
於
て
政
府
の
呢 

|
|

は
爾
後
の
箱
の
如
ぐ
工
業
會
社
を
银
生
せし
.め
、
是 

等
の
會
就
は
製
艦
の
®
用
を
袖
助
し
れ
。
力
く
サ
ど
破 

裂
せ
む
ま
で
に
膨
服
し
た
る
工
業
ほ
新
な
る
灘
を
要
求
. 

し
た
.
の
で
あ
る
が
、
多
く
の
社
會
主
義
ポ
を
ネMむ
ね
る 

f
t
會
の
布

ゆ
る
赔
級
は
、
此
要
求
を
^
^
持
す
る
を
必
要

德
五
敬
-

ハ

f
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r
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2

i
-
y

が
、
其
海
岸
韻
の®

い
獨
逸
海
軍
の
任
務
は
、
殊
，に
近 

年
の
海M

大
擴
張
後
®
に
攻
撃
的
に
出
づ
る
こ
と
が
出 

来
た
。
奥
實
時
局
の
危
臉
は
世
界
鎮

r

の
陸
®

國
が
、 

海
上
の
優
数
を
以
て
注
存
の.第
，一.義V

し
す
る
强'
國
マJ'

海 

洋
上
に
抗
爭
せ
む
と
執
望
し
ぬ
る
事
實
に
存
し
て
届 

た
。
鯽
逸V

J

大
英
國
と
の
境
遇
上
の
此
相
違
は
、
獨
逸 

國
人
に
ょ
つ
て
決
し
て
欺
認
せ
ら
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
. 

る
。
而
し
て
近
年
，に
な
つ
て
獨
逸
の
®
會
黨
員
は
軍
備 

擴
張
に
反
對
し
て
有
效
な
る
抗
議
を
唱
道
す
る
4

と
を 

停
止
し
力
の
み
な
ら
ず
、
伯
林
政
麻
が
顽
-ご
し
て
海
牙 

平
和
會
讓
に
於
け>0

银
備
制
服
の
提
譲
ぁ
る
每
に
之
を 

拒
絕
し
た
る
に
も
拘
は
ら‘ボ
、
.彼
等
は
何
ゆ
も
氣
で 

之
を
.看
過
し
ね
のfi
r

あ
る
。

捉
代
の
世
界
に
於
け
る
最
大
の
危
機
に
際
し
て
、
獨 

逸
の
社
會
黨
の
不
活
徵.に
鑑
み
、
其
代
表
者
等
.が
萬
國 

勞
，働
#

協
會
の
數
，次
の
大
會
に
參
加
し
て
通
過
せ
し
め 

た
決
議
事
®

を
臀
見
す
る
は
、.
興
恢
あ
る
事
で
あ
る
。

!

九0

一
 

年
a

里
の
大
會
で
は
"
總
て
の
國
の
社
黨

識
員
を
し
.V

S

艦
の
®

造
並
び
に
殖
民
：地
戰
爭
の
決
議 

に
反
對
せ
し
む
可
ぐ
約
定
し
た
。

一
九

0

七
年
ス
タ
ッ 

ト
ガ
ル
ト
の
大
會
で
、：
有
爲
な
る
：侧
國
新
間
記
者
ダ
ス 

タ
I

ク
•

ヘ
ル
グ
エ
は
非
社
倉
主
義
的
で
あ
る

V
J

し
て
、 

愛
國
心
.に
對
し
て
熱
心
な4
攻
職
を
加
へ

た
演
說
を
し 

た
。
獨
逸
敝
會
黨
の
領W

ベ
エ
ペ
ル
は
、
保
闘
な
る
も 

の
は
支
配
者
階
級
に
®
す
る
ょ
々
は
寧
ろ
貧
民
の
所
有 

で
あ
る
：ビ
の
理
由
か
ら
し
て
、
此
演
說
に
反
對
し
、
且 

獨
逸
ま
謀
本
部
を
し
て「 5

^

極
の
敵」

(

佛
H)

に
反
働
レ

て
活
動
せ
し
め
ぬ
や
ぅ
に
マ
し
へ
ル
グ
エ
に
醫
吿
し
た
。

ベ
エ
.
ベ
ル
自
身
は
戰
爭
に
贊
成
し
な
か
つ
た
け
れ
ど
、 

然
し
防
禦
的
傘
備
に
は
費
同
し
た
。

：

ヘ
ル
グ
エ
は
之M

 

答
へ
，て
、
佛
國
に
於
け
る
彼
の#

戰
主
*

の
®

動
は
、

. 

動
員
®

場
合
に
內
飢W

泥
.泥
と
，に.遭
®

す
可
き
が
故
、

- 

佛
國
政
府
を
緊
谏
す
る
力
が
あ
る
と
云
つ
力
。
ベ

H

ベ 

ダ
■

お
獨
逸
陸
®
に
は
三
百
萬
人
の
社
會
黨
員
が
在
る 

け
れ
ざ
、.
彼
等
は
戦
#

の
揚
合
.に
於
け
る
行
動
に
就
て 

は
未
だ
何
等
の
約
束
も
與
へ
て
居
な
い"

而
か
，も
其
戦

然
十】

盤

G
《

四
五)

雜

.
錄
史
上
よ
り
觀
た
る
世
界
生
碗

第
五
腿

ム

3L

礼
，：

!S
ii
■；?；5，'位i 
n$
H'
tv
•ifl

iSs'を:

I

$
, 
- 

^

 

(
i

ハ
四s

雑

錄
史
上
よ
リ
觀
た
る
址
界
主
義

六g
r

な
&

ビ
信
じ
ね
。
即
ち
此
要
求
を
滿
足
せ
し
め
む
が
爲
、 

陸
海M
は
擴
張
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

11:;̂

し
獨
逸
が
全 

世
界
を
開
放
さ
れ
，た
る
市
場
た
ら
し
む
るS
由
貿2̂

制 

度
を
保
持
し
た
ら
む
に
は
、
今
次
の
大
變
亂
は
®

ら
く 

避
け
ら
れ
た
で
あ
ら
ぅV

と
云
ふ
め
は
、
普
魯
士
の
ユ 

ン
ク
ル
ね
何
れ
.に
-
て̂
も
露
々
.マ

」

戰
ザ
，を
叫
ぶ
に
せ 

ょ
、
其
叫
*
は
侧
進
の
商
業
社
會
に
は
何
等
の
反
響
を 

起
さ
ぐ
る
可
ぐ
、
況
や
職

H
の
問
に
は
何
等
の
手
答
だ 

も
發
兄
せ
ら
れ
ぬ
か
ら
で
あ
る0想
は
練
返
し
て
云
ふ
、 

獨
逸
の
勞
働
社
會
は
、
國
內
の
大
爆
發
か
"
然
ら
す
む 

ぱ
歐
洲
職
银
を
造
り
た

る
狭
膝
な

る
商
黎
主
義
の
爲 

に
、
甚
だ
し
く
彼
等
の
世
界
的
®
想
み
徑
路
か
ら
逸
脱 

し
た
の
で
あ
る
。
我
が
大
不
列

K

島
ホ
は
"
' 通
商
を
以 

て
平
和
の
職
肺
で
あ
る
と
考
へ
て
居
る
。
所
が
獨
逸
で 

は
其
れ
が
遙
に
異
つ
力
作
用
を
爲
し
、
第
十
七
世
紀
ぐ
し 

十
A
世
紀
.ご
に
於
て
、
幾
多
戰
^̂

の̂
最
も
重
要
な
る
原 

0
で
あ
つ
ね
右
い
重
金
制
度
の
形
態
に
於
て
見
は
る

Z' 

の
で
あ
る
。
眞
倘S

逸
に
於
け
る
過
大
の
投
機
と
過
大'

の
生
鹿
，

W

が
"

恐
ら
ぐ
一
九!

圓
年
七
月
の
大
暴
斷
を

圓
せ
し
め
を
。
ァ‘ン
ト
ッ
f
 

:フ
、
.サ；！

.

こ.
.力
、
.
' コ
.
ン
ス 

タ
ン
チ
ノ 
I

ズ
'ル
、

パ
ク
ダ
ク
ト
此
の
四
ヶ
所
が
、
條

>
9
重
荷
な
る
工
業
爛
搜
に
.對
す
る
安
全
鯽
に
充
て
ら
れ 

む

し

力

。
白
‘

p
M

i

み
佛
國
の
取
北
部
、
波
蘭
、
，，
ク
ケ 

ラ
ン
ド
及
び
巴.爾
幹
詣
邦
の
征
服
は
、
協
商
諧
國
及
び 

セ
ル
グ
ィ
ァ
に
於
け
る
浪
亂
ビ
腐®

に
徵
し
て
、
些
か 

も
困
難
な
る
事
業
ざ
は
へ
な
か
つ
た
。
左
れ
ぱ
と
そ 

商
業
は
軍
a

主
義
と
提
挈
し
、
而
し
て
«
逸
の
社
翁
黨 

は
此
の
怪
し
き
揚
挈
に
對
し
て
豫
期
さ
れ
た
る
殺
、
%
 

肌
の
®

を
浴
び
せ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

固
ょ
-
^
英
國
に
於
て
も
、
時
に
は
命
國
主
義
が
威
勢 

を
退
ぅ
し
た
こ
と
は
あ
る
け
れ
ど
、
全
體
に
め
て
は
®
 

當
な
る
®

軍
を
備
へ
.て
英
帝
國
を
防
譲
す
る
の
を
目
的 

V

し
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
，其
軍
艦
の
墙
加
の
加
き
も
‘ 

商
船
の
增
加
や
英
殖
民
地
にS

す
る
貴
任
の
加
重
と
、 

辛
ぅ
じ
て
步
調
を
保
つ
の
狀
藤
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。 

其
れ
で
英
國
海
®
の
任
務
は
勢
ひ
防
禦
的
で
あ
つ
々
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1
^

レ
て
8

逸
に
は
當
年
の
や
ぅ
；
R
.
復
カ
恐v

Q

可
さ
チ
：ポ 

レ
オ
ン
が
居
な
か
つ
た
に
も
拘
は
ら
ず
、
速
.

b
v

j

戰
爭 

熱
が
厳
舞
さ
れ
た
際
で
あ
つ
た
か
ら
、
新
た
に
選
出
せ 

ら
れ
た
哲
十
人
の
社
食
戴
識
員
も
、
.
同
年
の
秋
陸
海
®
 

0
0
の
爲
揚
出
せ
ら
れ
た
莫
大
な
る
厕
費
の
要
求
に
對 

し
て
始
ど
反
對
の
徵
を
揚
げ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
而 

し
て
#
:
陸
海
®

裁
た
る
や
、
‘巡
に
防
禦
的
牲
質
の
要
求 

以
上
に
超
過
し
た
る
互
湖
の
も
の
で
あ
ゥ
た
0

其
後
伯 

牀
政
府
は
、
縱
令
如
何
な
る
時
局
に®

む
で
も
獨
逸
の
：
 

社
會
黨
は(

ベH

ベ
ル
の
ぜ
名
な
る
言
：葉
を
用
ゆ
れ
ば

) 

「

組
國
の
爲
斷
末
魔
ま
で
戰
ふ
：

J

で
あ
ら
ぅ
ミ
信
す
る
に 

至
つ
た
。
勿
論
べH

r
y

は
真
個
の
防
：禦
戰
に
對
し
て 

の
み
此
語
を
用
、ひ
た
の
で
あ
るP
,
.
:
一

 

.九

,
1

四
年
七
八
月 

に
際
し
、

ベH

ぺk

の
黨
.派
は
獨
逸
.政
府
が
：今
囘
の
戰： 

傑
す
河
き
大
戰
娥
を
：惹
起
し
た
る
ね
も.拘
は
ら
す
、
尙 

其
！；

l
^
:
w

を
！
！

と

し

た

。

今
級
に
當
時
f
f
iも
な
る
國
々
に
於
け
る
势
働
の
狀
態 

を
問
想
す
れ
ば
、一

九
一
四
年
の
#

H
の
交
は
W
國
に

於
て
.
も
"

英
國
に
於
て
も
ク
又
露
國
に
於
て
も
？
非
常
. 

に
勞
働
者
.不
安
の
狀
態U

在
ジ
た
の
で
I

 

0
同
盟
龍 

業
は
頻
々
と
起
レ
、
他
の
丰
俊
も
行
は
れ
む
と
し
て
居 

た
。
佛
國
內g

变
迭
の
頻
繁
な
る
事
及
び
其
陸
®
の
離 

備
末
完
成
が
公
然
承
認
せ
ら
れ
た
る
事
は
、
.：痛
く
公
衆 

の
信
任
を
減
じ
た
。
合
衆
王

M

で
は
赞
蘭
に
内
飢
が
勃 

後
せ
む
か
.
の
如
く
見
へ
た
。
露
國
で
は
糊
道
.從
業
勞
働 

者
其
他
の
數
：囘
め
同
盟
：罷
業
が
由
々
し
い
形
勞
を
S

し
. 

た
。
獨
逸
.が

べ

ト

ダ

ラI

ド

及

び

里

に

其

®
後
通 

牒
.を
發
し
を
の
は(

七
月
ルj

日)

、
協
商
側
の
請
强
が 

社
會
的
革
命若

-
-

は
内g

の
：淵
に
：®

し
た
る
*
も
形
熟 

重
大
な
る
時
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
填
國
政
府
が
セ

k 

グ
ィ
：
ァ
に
與
へ
た4
傭
傲
：な
る
最
後
通
牒
に
續
ぐ
獨
逸
：
 

の
是
等
の
行
動
ぱ
か
ゥ
を'以
て
し
て
も
、
充
分
に
中
央
：、
 

ニ
帝
®

の
藤

心
を
闕
明
す
る
足
る
も
の
があ
る
が

、 

其
れ
は
®

逸
が
白
甚
嚴
を
通
じV

「

其

路

を

橫

.切

し

ら

む 

V
J

求
め
た
と
&
、，，日
：月
の如

*
-
S

焉
と
な
ウ
力
次
第
：で
，
 

め
る
。

'
- 

' 

. 

. 

.

f

 

i

.

 

(
-
X
S

•

七)

離

0

史

上
ょ
？
^
觀
ゎ
タ
世
み
生
教

鎮
五
歇

七

t

-
-

i、
"

.

都
十j

卷

(

六
s

o

雜

0

化
上
と
リ
觀
た
る
世s

k

主
義

鎮
五
號

六
六

諷
1 、t  \ ハ

爭

は

十

叫

の

宣

傳

ょ

ら

も

4
-

社
會
黨
の
目
的
を
.

助
' 

く
可
さ
で
あ
る
と
宣
言
し
力
。
同
大
會
は
全
會

j

政
を 

以
て
へ
.\
、グH
の
動
議
を
！
決

-
だ̂
。

I

九

T

 

O

年
コ
ぺ
ン
V

I

グ
ン
で
.開
か
れ
☆
萬
國
勞
働 

者
懦
會
の
大
會
で
は
、
、
ヶ1
 

。バ
：|
デ
ィI

の
戰
爭
に 

際
し
勞
働
者
の
織
同
盟
罷
業
に
對
す
る
動®

を
ぱ
、
五 

十
T

.

S

M二
十
一
票
の
多
數
で
杏
決
し
ね
。
多
數
側
に 

は
獨
逸
の1

1
0

票

地

測

の1
八
藥
併
★

利

のr

五
票 

北
米
合
衆
國
の
一
旧
票
其
他
が
あ-S、
少
數
側
に
は
大 

英
國
の！1

0

票
"

佛
蘭
®

の
：一1

一
票
露
西
®
の
七
票
波 

蘭
の
五
廳
其
他
が
あ
つ
た
。一

九

r

 

ニ
年
十I
月
のt

 

I

セ
ル
大
會
.に
會
合
し
力
る
社
會
黨
の
代
表
者
等
は
、 

獨
逸
帝
國
識
會
總
選
擧
に
於
て
社
會
黨
の
★
勝
利
を
獲 

ぬ
る
を
喝
来
し
力
。
當
時
勃
發
し
た
る
第
一
囘
巴
爾
幹 

戰
爭
に
言
及
し
て
、
侧
圆
脑
會
黨
領
袖
ジ
，
ョ
I

レ
は
、
，
 

若
し
填
露
兩
强
が
此
め
戰
に
參
加
す
る
こ
と
あ
ら
と
‘ 

も
、
獨
逸
、
佛
蘭®

、
英
ま
利
の
#
働
者
が
何
等
の
援
助 

を
雨
賊
に
與
.へ
 

'ざ
ら
む
や
，ナ
に
ビ
警
吿
し
セ
。
職
逸
の

代
ま
者
.ハ
ー
ゼ
は
獨
逸
做
會
黨
を
代
ま
し
て
、
戰
ザ
を

防
巡
せ
む
が
爲
に
は
有
ゆ
る
手
股
を
用
ひ
む
と
の
約
束 

を
與
.へ
ぬ
。
 

.

纏
て
不
吉
な
.る
.

事
仲
がJ

，っ
持
上
っ
た
。
ァ
ル
サ
ス
，
 

n

 

I

レ
ン
問
®

を
.解
決
す
る
希
望
か
ら
し
て
、
百
八
十 

人
の
沸
國
社
會
黨
員
は
同
數.の
獨
逸
侧
代
表
者
.
の
會 

見
を
期
待
し0.

 

>
 n

 

^

ン
に
赴S

た
。
所
が
彼
等
は
來 

會
し
た
る
僅
少
の
*
逸
社
會
黨
代
表
港
を
發
見
し
た
の 

で
あV

9。

是
‘れ
は
®

逸
代
表
者
の一

人
が
*
國
侧
の
グ
ェ 

ル
ネ
君
£

語
^
^
た
や
ぅ
に
、「

上
下
を
通
じ
て
有
る
獨 

逸
人
は
ァ
ル
サ
ス
•
ロI

レ
ン
問
题
は
カ
レ
戰
場

に

於 

て
解
決
し
直
す
可
さ
も
の
で

あ
る
マ」

考

へ
て
居
る
、

i
 

國
人
を
し
て
此
問
®
に
就さ
ね

想
を
懷
か
し
む

る
，な」 

と
"

か
ぅ
云
ふ
理
由
に
基
い
た
の
で
あ
っ
た
。
獨
逸
の 

社
會
黨
員
は
又
一
九一

三
年
の
終
頃
、
«
逸
の
士
官
等 

が
何
の
害
も
し
な
い
ッ.
.ァ
ベ
ル
ン
の
市
民
を
®
待
し
た 

る
事
件
k
.
對
し
て
も
、
之
を
保
譲
せ
む
爲
抗
議
を
唱
へ 

な
か
っ
，

4
^。

當
時
*

逸
人
は
國
を
擧
げ
て
一
八
.一
三
年 

の
獨
逸
解
放
戰
爭
の
百
年
紀
念
银
に
熟
中
し
て
居
力
。

'

IIIliII
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水、
.滴I

y
i I

悠
十】

盤

(

六
四
八)

.

0

錄

.

史
上
よ5

>觀
.̂

る
，世
界
主
義

1

號

ゾ-•

A

飄

外
交
上
の
折
銜
の
未
だ
タ
ッ
ト
早
い
頃
に
際
し
て
、 

獨
灘
め
‘社
會
主
義
き
等
が
戰
飢
を
渡
起
さ
ぬ
や
ぅ
抗
®
 

を
唱
：へ.
た
/yj
云
ふ
t

，/し
は
：

1

寸
奇
態
で
あ
る
。
七
月
せ 

.
A

日g

逸
の
社
.會
熏.t§

:

單
に
戰
報
防
止
：：
®

.
目
：的
を
以 

て
、
：
二
十
A

ヶ
所
に
會
合
を
催
し
た
の
で
あ
る
が
、
其 

等
の
會<

^
1

は
却
て
警
察
に
依
で
保
讓
せ
ら
れ
た
の
で
あ 

る
。
此
の
籍
察
が
保®

を
加
.
へ
た
と
云
ふ
事
實
は
、
獨 

，逸
の
i

が
ま
だ
開
職
の
決
心
を
し
な
か
つ
た
爲
で
あ 

る

か

(

觸
逸
政
：府
.は
七
月
せ
九
日
夕
決
心
し
た‘ど
考
へ 

ら
る>

^
)

"
或
はi

?
n

憲
が
露
、
*

、
，̂
2
:の
就
會
黨
に
虛
偽 

め
安
心
を
^
^
る
鴻
獨
の
社
會
黨
を
刺
冗
し
た
の
で
あ
る 

か
フ
何
れ
か
を
語
る
も
の>
加
く
見
妙
る
。
何
れ
に
し 

て
も
獨
逸
紙
曾
#

の
戰
爭
反
對
述
動
は
其
後
清
減
に
歸 

し
た
が
，
.

〈

是
れ
は
決
し
て
不
思
譲
で
は
な

S
。

彼
等
は 

官
憲
に
ょ
つ
て
强
服
さ
れ
た
の
で
あ
，

.る
か
、
或
は
®

 

は
伯
林
の
官
史
が
非
常
に
大
架
後
に
吹
聽
し
た
る
露
國 

取
を
怕
れ
た
爲
で
あ
る
か
。
ま
め
力
の
假
定
は

".

露
國 

に
於
け
る
交
通
機
關
が
殆
ど
全
ぐ
麻
痛
の
有
機
で
あ
る

こ

と

を觀
察
ず
れ
ば
"
处
も
信
せ
ら
れ
ぬ
の
で
あ
る
Q
 

‘然
ら
ぱ
則
ち
*

の

社

會

黨

は

"

一
九

 

一
ニ
ハ
ホ
以
來
彼
等 

を
征
服
-
^
:た
る
帝
：國
主
義
的
銜
動
に
：動
か
さ
：れ
た
も
の 

f

あ
ら
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。
：
其
理
由
ほ
何
れ
に
在

0

た
に
せ 

よ
、-
獨
：の
§

黨
譲
鼻
は
織
：て(

縦
し
僅
少
の
反
對
者 

は
ぁ
，ウ
力Zi

せ
よ)

外
交
の
'初
學
者
も
尙
且
容H
I
に
攻 

擊
的
性
質
た
る
こ
ご
を
看
取
し.得
る
戦
#

に
對
し
て
、 

八
月
®
 H

I

の
取
事
費
に
協
賛
し
た
の
で
あ
る
。
其
れ
に 

.も
拘
は
ら
ず
、

ハI

ゼ
は
戰
爭
の
原M

に
就
て
は
、
最 

早言
..

及
し
な%

、
.
唯
だ
國
境
を
防
禦
す
る
に
週
：ぎ
な

S

 

.ミ
云
ふ
&
會
黨
の
宣
言
を
明
讀
し
た
の
で
あ
る
が
、
此 

め
拙
劣
極
ま
る
辯
解
よ
つ
：て
、
、ノ

 
I

ゼ
及
び
其
黨
派 

は
數
年
前
に
於
け
る
彼
等
の
數
次
の
宣
言
の
虛
傭
を
瞪 

明
し
た
.
の
.で
あ
る
。\

 
I

ゼ
の
行
爲
が1

曆
ネ
劣
で
あ 

つ
たV

J

云

ふ

の

は

、
彼

信

七

月

サ

九

，
日

ズ

ラ

.
ッ

セ

ル

に

於 

け
る
社
會
黨
め
大
曾
席
上
セダ
、グ
ィ
r

に
働
す
る
填
地 

利
の
要
求
は
眞
個
の
桃
戰
で
あ
る

W

宣
言
し
、
尙
若
し 

露
國
が
干
涉
す
ふ
と
し
て
も
、
，獨
逸
政
府
が
之
に
于
涉

piか/ i

Iい:
M?■!
Up

i

K

o

y

s

i

M

i

^

..斯ポ

糖

す
可
か
ら
ざ
る
も
の
あ

VJ

信
す
る3

日
を
主
張
レ
た 

か
ら
で
あ
る
。
此
#
議
で
、
八
月
九
日
巴
里
に
於
て
戰 

争
を
防
巡
す
可
さ
ニ..般
方
策
を
協
譲
す
る
爲
、.列
國
.社 

會
黨
大
愈
を
開
催
す
る> J

ビ
が
R
決
せ
ら
れ
た
の
で
ふ 

る
。
此
事
實
を
知0

た
の
で
、
伯
林
政
庶
は
大
急
ぎ
で 

七
月
借
一
日
露
俳
に
其
最
後
通
牒
を
發
す
る
に
至
っ
た 

の
で
あ
る
か
。
然
ら
ぱ
明
か
に
*
逸
政
府
め
あ
は
て
た 

ふ
兆
候
は
マ
何
故
百+-

<

の
紙
會
黨
識
員
の
疑
恋
を
惹 

起
さ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
か
。
何
故
八
月

1
L

日
の
議
事 

に際
-,;̂

て
、
彼
等
は
現
に
命
國
宰
相
が.

K
：

法
行
爲
な
b 

と
認
め
た
る
白
5
義
の
中
立
進
反
に
對
し
て
、
.抗
議
を 

唱
へ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
。
結
局
何
故
彼
等
は
八
九 

月
の
变
白
耳
義
に
.於
け
る
獨
域
の
蠻
行
に
對
し
て
抗
講 

を
唱
へ
な
か
.
つ
た
の
で
あ
る
か
。

然
b

實
際
に
於V

、

胞
會
黨
機
關
紙vorwarts:

は
戰 

爭
に
錄
し
て
も
、
獨
逸：®
.隊

の
，：®行レても抗識 

を
唱
へ
た
事
は
級.
に
她
ぺ
て
®

か
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。
リ
ィ 

プ
ク
ネ
じ
イ
亦
九
一1；

年
十
二
月
策
ニ
囘
®
事
公
債

慕
集
に
反
對
し
て
、®

逸
：̂
:
世
界
の
市
場
を
征
服
せか 

が
爲
、
帝®

主
義
の
戰
ザ
R

本
家
の
戰
：锻
を
行
ク
て
居 

る

タ

宣

し

た

。
此
時
頃
に

は̂
旣
に
總
で
の
獨
逸
社
會 

主
義
者
は
獨
逸
の
戰
備
の
完
備
し
て
聯♦

侧
の
不
準
備
，
 

な
る
こV

J

を
知
ジ
居
た
の
で
あ
る
。
然
も
何
十
六-:
 ̂

の
社
會
黨
代
議
士
が
.リ
ィ
プ
ク
ネ
じ
ィ
の
反
對
抗
離
に 

贊
成
し
ぬ
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
後
漸
次
に
彼
の
味
方
が 

§

加
し
て
、
結
局
觸
逸
社
會
戴
の
多
數
は
、
獨
逸
が
戰 

胳

，
：の

合

を

假

想

じ

て

公

々

.然

侦

土

合

併

政

策

を

鳴

道
 

し

つ
' 

>
あ
る
者
を
攻
撃
し
力
。
所
が
獨
逸
社
會
黨
員
ホ
、 

佛
S

の
商
主
義
者
に
向
兩
國
が
今
の
中
.平
和
の
條 

件
を
W
.
究
ず
可
き
て
あ
るg

燃
®

ず
る
者
が
，あ
ウ
お
。 

B
r
e
m
e
r

 

M
r
g
e
r
z
e
i
t
u
n
g
.
.

の
主
筆
べ
‘
ル
ン
'
ス
タ
：ィ
ン
は 

激

烈

此

忠

吿

だ

震

し

て

下

め

如

ぐ

指

摘

し

の

で 

あ
る
-。
-§

蘭
西
は
綱
填
に
狹
職
せ
ら
れ
、
現.に
其
倾
±
. 

の

1

部
ぼ
せ
®
;
せ
ら
：

居
を
か
ら
、"
0

が
.今
ホ
和
の： 

事
を
講
究
す
る
は
、
非
常
な
不
述
を
招
く
で
あ
ら
，

r
v

云
.

0々
 

.ベ' 
ル

ン’
ス
ク'
-

イ

シ

、

タ

イ
-

ブ

ク

ネ

じ

ト

...、
,
•
力

 

'夕
，：
.
.

ツ
'
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翁
十
！想

o
-

ハ冗
o

〕

史
上
よ
"ナ

靓

る

世

界

主

義

T

"

、1

、ゼ
等
は
®

土
併
合
S

 

S

金
等
f

平

i

i

i

i

 

I
I

多
t

i

s

爲
&

斥
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

、佛
國
の
社
會
|

其
首
領
ジ
.

]
レ
の
i

 

f
ら
れ
ョ\ 

れ

残

5

意
氣
傅
盤
し
た
け
れ
ど
、
彼
等
はf

y
'

シ
ぢ

;

i

l

a

j

 

\

爲
§

讓
を
通
じ
て
襄
切
的
に
攻
撃
せ
ら
れ
す
の
で
ラ 

條
l

l

l

i

 

i

t

で
I

全
I

4

f

は

お

M

S

S

」

な
ど
を
叫
ぶ
考
今

I

,
び

u

s

け
-

る
。 

I

の
I

s

傅
I

I

愤
會
に
^
览

ハ
;
;

满
、
今
の

i

l

l

l

i
せ
ら
る
可f

5
?

I

へ
ず
V

I

養
、

I

r

 

U
グ

ィ

ド

S

.

家
i

務
を
f

 

i

s

f
す
る
の
夕〜

f

.
, 

, 

-
. 
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-
.
-
- 

.
, 

■

;

.

-

-
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.

 

-

-

-
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一
b 
一
 

月
に
於
け
る
大
霞
の
一
大
敎
訓
は 

か
ぅ
ノ
で
あ
る
、？

低
界
主
義
は
S

5

得
‘1

の 

間
に
於V

’1

政m

結
し
て
始
め
て
成
功
す
るこ
と
が
◎

こ
め
け
る
1

§̂解
ど
導
く
‘も

の
で
あ
.る
。

.

4

ラ
>

 

ィ
ン
人
及
び
メ
ラ
ダ
人
の
夭
才
&
忽
ち
ニ
九
卜 

0

ギ
八
月
の
S

機
i

し
.
"8

の

象

が

始

終t

弄
じ
v

f

 

i

i

が
I

中
採
け
る
ン
は
ト2

動
の
塔
路
で
も
る
事
又
，其
侵®
者
に
#
しV

 

W

Sの
ね

Z

横i

事
7
J
そ
t

も
®

I

世
i

s

 

I

I

ザ
す
可
き
第T

步
で
あ
を
事
め
具
理
を
港
破
し
た
の
で 

あ
る
0

?
ダ
ス
タ
-
-
7 

0
へ
を
て
-
の
行5

ぱ

?
け 

注
意
す
可t

の
で
I

た
。
彼
i

ち
#

t

ヵ
^

一
M

國
I

な
s

o

獨
逸
|

し

て

死

ぬ

ま

で

戰

ふ
ぐ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
っ
た
。
&
國
社
會
主
義
き
テ
ス

i

i

l

f

f

i

 

義
に
反
働
し
.
£

1

1
の

を

r

l

i

!̂n>1%t, 
„ 

、
 

\
?

つ
て
功
が
多
か
ジ
た
。
大
英
國
に
於
て
も
亦
、
'勞
働
者 

の
行
動
は
槪
し
て
奉
公
義

S
；

の
精
脾
を
發
撒
し
た
の
で 

あ
る
が
"

不
幸
に
も
勞
働
黨
の
一
派
は
此
大
戰f
t
に
隙 

し
て
、

r

層
大
な
る
問
題U

着
服
す
る
の
明
を
欠
い
で 

居
た
。
之
が
爲
爽
國
に
は
、
佛
蘭
西
が
其
全
生
命
を
高
き 

2
2
1

的
に
棒
け
た
る
か
か
き
擧
國.一
政
を
見
る
こ
と
-が
出 

來
な
かC

V

た
。
侧
國
で
は
物
债
の
暴
騰
に
も
拘
は
ら
ず
， 

戰
锁
破
裂
以
来
ニ
九
一
六
年
二
月
ホ
匈
迄
に

r

同
の
同 

盟
罷
業
さ
へ
な
か
つ
た
に
引
き
か
べ

"

お
H

で
は
一
九 

1

五
年
中
だ
け
で
六
百
九
十
八
囘
に
上
る
同
盟
罷
業
が 

起
つ
た
：。
是
等
の
同
亚
罷
業
中
に
は> 
域
に
地
方
的
®
 

ま
や
部
分
的
原
因
に
出
で☆

も
の
も
あ
る
け
れ
ざ
、
多 

ぐ

はM

家
の
货
非
常
に
有
害
で
あ
ク
た
の
で
あ
る
。
此 

の
如
き
對
照
は
英H

の
爲
®

だ

恥

づ

可

、
さ

，

3

ビ
で
、

一
 

槪
に
：佛
國
は
敵
に
傷
入
せ
ら
れ
て
居
る
け
れ
ど

"

英
國 

は
爾
ぅ
で
な
い
か
らV

の
み
撒
b

去
る
可
き
で
な
い
、 

と
云
ふ
の
ほ
メ
小
縣
國
民
：の
自
由
の
爲
に
#

ふ
戰
爭
の 

目
的
は
！̂
處
に
於
て
も
同；

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
化

糊
易
き
算
理
を
覺
ら
ざ
る
英
國
勞
働
黨
の

I

部
ぱ
、
世 

問
の
不
信
屈
を
招
か
ね
ば
：な
ら
ぬ
。
か
ぐ
て
將
来の世 

界
的
運
動
に
於
て
牛5

を
執
る
者
は
、
恐
ら
くR

洲
諧 

國
民
の
述
命
に
關
す
る
此
の
朱
會
有
の
危.機
：に
際
し 

て
"

廣
い
寬
大
な
經
世
家
的
见
解
を
ぱ
殆
ど

1

齋
に
职 

5

た
る
ラ
-グ
ィ
ン
民
族
か
然
ら
す
む
ぱ
ス
ラ
グ
民
族
で

ら

。

.

露
，西

で

は

最

が

、
服
愈
黨
の
間
に
戰
爭
の
§

に 

就
て
意
見
が
別
れ
お
、.是

の

如

さ

は

其

政

俯

の

專

制

，的 

性
質
，に
照
ら
し
て
無
理
も
な
い
事
で
あ
つ
た
。
露
鬪
社 

愈
黨
の
®

軸
殊
に
ク
P

ポ
ト
、キ
ン
公
は
忽
ちg

逸
の
脅 

威
の
重
大
な
る
プ」

と
を
看
取
し
、
縮
て
同
黨
ぱ
熟
心
に 

國
家
の
爲
.に
戰
.
<
ね̂
の
で
あ
る
。

一
九r

五
年
二
月
愉 

敦
で
開
か
れ
た
、
萬
國
脑
會
黨
大
會

International

の
？ 

dalist 

C
o
n
g
r
e
s
s

に

於

ャ

露

國

代

表

者

は

總

，て

、

小
弱 

國
民S

權
利
が
回
復
せ
ら
る〜

迄
、
而
し
て
歐
羅
巴
.の 

平
和
を
保
護
す
可
く
聯
邦
制
度
が
企®

せ

ら

み

、

迄

、 

戰
ザ
を
級
行
す
る
事
に
投®

し
た
。

第
十一

お

(

六
五
ニ
-)

炎
上
と
リ
M

六
る
世3

k

主
義
.

.

H



法ぐがぺ、‘

p..

^

i

y

H

n

M

n

H

y

れ
な
かC

V

た
。
か
く
中
立
國
が
其
義
務
を
怠
：ろ☆

の
で
" 

數
同
の
海
牙
平
和
愈
離
に
於
け
る.有
ゆ
る
努
力
は
"
少 

な
く
マ
レ
も
此
戰
^
^
中
は
無
用
に
歸
し
た
の
で
あ
る0

お 

す
れ
ば
、
此
處
に
も
世
界
主
義
的
理
想
が
非
常
に
脆
弱 

な
も
の
で
あ
る
こ
マ
し
を
經
驗.が
證
明
し
た
の
で
§

 

0 

錢
忍
な
個
傲
な
國
民
主
義
と

1

寸
接
觸
し
て
、
世
界
主 

義
的
现
想
は
忽
ち
梢
減
し
た
。'此
の
.如
ぐ
し
て
鹏
逸
ほ 

世
界
を
し
て 
>
三
千
年
役
の
狀
態
に
比
す
可
き
無
法
な 

る
野
獸
性
の
狀
膝
に
歸
ら
し
め
た
の
であ
る
。

今
や
か
ぅ
云
ふ
疑
問
が
到
る
處
せ

ら
：
れ

つ

、
あ 

る
。
國
際
法
と
道
徳W

は
"

果
し
て
其
信
を
囘

®

す
，
 

る
に
足
る
だ
け
の
方
法
に
於
てS

興
さ
る
、
で
あ
ら
ぅ 

か
と
。
，
悲
觀
論
者
も
皮
⑥
家
も
齊
し
く
之
を
否
認
し
て 

居
’る
。
t

余
は
藤
&
的
論
據
か
ら
此
の
如
き
悲
觀 

說
に
赞
成
ず
る
こ
と
が
出
来.な
い
。
と
云
ふ
の
は
、
旣 

に
前
上
の
研
究
に
見
は
れ
：た
ネ
如
く
、
國S

主
義
は
未 

開
國
K

の
照
に
於
け
る
外
は"
^
§

ど

其

カ

を

披

*

し

盡 

し
た
徵
候
が
見
ゆ
る
か
ら
で
あ
る
。
今
同
の
戰
⑩
は
即

ち
顿

近
に
‘於
け
る
狹
® 

^
;
^
る
.固
陋
な
る
流
の
國
民
主
義 

運
動
の
失
敗
を
瞪
，明
じ
た
の
で
ぁ
る
。
或
一
國
民
が
世 

界
的
溺
權
を

，海

は

む

が

爲

"

撤

蝴

に

も

弱
小
な
る
隣
邦 

を
K
倒
せ
む
と
企V

た
其
事
が
、
殆
ど
總V

の
世
界
を 

擧
げ
て1

政
じ
て
之
に
反
對
す
る
に
至
ら
し
め
た
。
而 

し
て
此
企
の̂
失
敗
に
俾
ふ
可
き
恐
る
可
&
國
力
の
疲
弊 

は
来
'る
可
き
數
世
紀
，間
復
び
此
の
如
き
野
心
を
企
て
む 

と
す
る
者
に
取
て
鑑
戒
と
な
る
で
あ
ら
ぅ
。
旣
に
述
べ 

た
る
.加
く
、
.國
職
法
：の
進
反
が
！
層
殘
膚
不
信
義
.に
な 

，
れ

ぱ

取

る
f
tけ
、
將
來
に
對
す
る
適
當
の
保
障
を
以
て 

此
法
#
'を
S
#
せ
む
と
の
要
求
が一

層
强
く
な
る
の
で 

ぁ
る
。
政
治
財
政

や

法
#
や
何
れ
の
赖
圓
に
於
て
も
、 

亂
暴
な
る
行
爲
が
每
時
强

S

反

動

を

生

む

.
の

で

ぁ
る
。 

其
れ
：ヤ
吾
入
は
鹏
：近
に
於
沙
る
露
骨
な
る
國
民
ま
義
.が
ー 

其
大
立
者
ど
：察
落
せ
レ
め
た
る
曉
、
必
然
世
界
主
義
.的 

風
想
K
賛
成
ず
る
强
大
な
る
皮
動
を
生
す
可
き
こ
マ
し
を 

確
信
す
る
の
で
ぁ
る
。

一.八

七

一.
ギh

3

里
か
暴
独
は
此 

稀
の
理
想
に
向
て
愚
か
な
る
戰
を®
つ
た

の
で
あ
る

雜
錄
史
上
よ
リ
觀
わ
る
化
界
主
恭

免
五
號

七

.

.

t
,
t
v
f
,
<
.
£
*
v
.
.
«
.
V
K
X
-

8e
$
F
.
i
-
t
k
^
?
.
.
.
&
c
^
>
?
.

j'' 

‘ 

* 

> t.y.w-r.y'r-

一：，：

n/lnjnf, 

■■ 
.

.

. rn 
で-
-
-

I 

i
_ 
f»-̂rli5-0
 
.

.

. 

ここ

ri
I
I
■'i

錄
，

史
上
よ
リ
觀
，た
る’
世
界4

H

義

截
i

七
•W*

以
上
は
今
次
•の
大
戰
に
際
し
て"

始

ど

總

て

の

®

會 

主
義
激
が
目
的
と

し
た
る
所
で
あ
る
。
所

が
，
獨
逸
で
は 

困
難
の
漸
ぐ
加
は
る
に
拘
は
ら
す
、
同
國
の
社
會
黨
は 

依
然
其
の
政
府
を
支
持
し
て
居
る
。！

九

I

六

年一

月 

匆
々
帝
國
識
會
の
射
論
に
際
し
卞
、
ジ
ィ'プ
ク
、
ヒ
ト 

の
非
戰
爭
，

f

に
は
四
十
一
人
の
！！
員
が
味
方
し
た
け
れ 

V
、

帝
®

宰
相
が
何
れ
の
方
面
に
於
て
も
*
お
倾
地
併 

合
の
意
志
あ
る
こ
を
否
認
し
な
か
つ
た
が
爲
に
、
社 

曾
黨
譲
員
の
多
數

が
ジ
'ィ
ゾ
ク
ネ
じ

ト
に
赴
く
や
ぅ
な 

こ
と
は
な
か
つ
た
の
であ
る

。
佛H

社
會
黨
の
方
で
は
、 

ア

V

サ
ス
•
 

&

レ
|

ン
：
の
將

來
は
兩
地
方
於
け
る
人 

民
投
：濃
に
依
て
決
せ
ら
れ
むゾ
V

ご
を
要
求
し
た
の
で
あ 

る
が
、
是
要
求
は
ニ
州
の
將
ま
は
依
然
獨
逸
の
政
治
マ
し 

K

聯
す
可
き
こ
を
主
張
せ
る
同
國
の
紙
會
黨
に
依
て 

徘
斥
せ
ら
れ
力
。
波
蘭g

題
と
齋
し
ぐ
ニ
州
間
題
は
世 

界
主
義
の
暗
赚
で
あ
る
。
.
而
し
て
佛
國
及
び
露
國
の
社 

會
黨
は
世
界
主
義
の
理
想
に
向
.て
戰
ひ
ウ
 

>
あ
る
に
反 

し
、
獨
逸
の
社
會
黨
は
ま
マ
し
し
て
國
民
主
義
の
見
地
に

立
ち
て
、f

v

レ
；デ
リ
ジ
キ
大
王
や
ク

-

ジ
ア
ム
一
世
が 

或
は
略
藤
し
或
は
征
服
し'ね

觸

土

に

，
圓

着

し

て

居

る

i
 

と
は
注
意
す
可
き
點
で
あ
る
。一

九

一
.

六

年

！
月
獨
逸 

社
會
黨
領
袖
シ
ャ
ィ
、デ

>
.

ン
は
演
説
し
て
、
.强
く
平
和 

を
辯
霞
し
餅
土
併
合.に
反
#

し

た

：
が

、

下

の

如

き

/
不
幸
' 

な
る
語
を
漏
ら
し
た
。
日

ぐ『

吾
人
は
：如
何
な
る
派
武 

化
於
て
企
.て
ら
る 
>
.を
問
は
す
、
佛
國
に
ア
ゲ
サ
ス• 
0
. 

レ
ー
シ
.の

併

合

せ

ら

る

/
^
タ

云

ふ

意

觅

に

は

不

贊

成

で
 

あ
る」

。

.

他
の
世
界
主
義
的S

動

，
に

取

て

の

れ

撃

は

、

中

立

詣
 

國
が
中
立
地
の
#

i
S

並
.び
に
菲
戰
鬪
員
に
扇
す
る
權
：利 

を
保
障
し
'た
る
海
牙
平
和
會
識
の
約
東
に
對
す
る
義
務 

を
ぱ
全
然
遂
行
す
る
こ.V

し
能
は
ざ
る
事
で
あ
る
。
顯
小 

な
る
*

逸
の
隣
邦
は
明
か
に
鯽
逸
に
懷
伏
し
た
け
れ
'ご 

も
、
，然
も
北
米
合
激
國
の
威
力
を
以
て
す
れ
ば
、
白
其 

義
.や
波
蘭
R

行
は
れ
ね
.る
如
き
爾
か
く
顯
著
な
る
蠻
行 

の
場
<
ロ
に
際
レ
て
抗
議
を
，唱
る
，こ
.マ

J

 

♦か
出
来
た
の
で
あ 

る
0
,
,
.
所

が

ヮ
シ
ン
：
ト

ン

，
か

ら

は

何

等

の

抗

識

も

鳴

へ

，
ら



だ
け
ほ
極
め
て
確
で

あ
る
。
即
ち
瑰
に
爭
は
れ
つ
、あ 

る
M

s

の
性
質
は
極
め
て
重
大
で
あ
る
か
ら
、
其
解
決 

を
し
て
傲
底
的
な
ら
し
む
可<
總

て
の
英
國
人
が
最
大 

の
努
力
を
せ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
、
決
し
て
生
半
可
の
和
睦
を 

し
て
は
な
ら
ぬ
事
で

あ
る
。
五
年
戰
®

>

し
て
も
朱
だ
其 

れ
ょ
な
も
®

し
で
あ
る
。

余
が
槪
說
し
れ
を
新
歐
羅

H
：
!

は
、
朱
だ
管
て
有
ら
ざ 

る
極
め
て
幸
福
な
る
歐
羅
a

で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
實 

際
上
始
め
て
®

て

の

大

國

が

}
^
等
の
條
仰
で
聯
盟
す 

る
で
お
ら
ぅ
。
若
し
此
健
全
な
る
聯
盟
に
反
働
す
る
あ
；
 

朝
が
あ
れ
ば
、
凡
て
減
C

す

可

き

こ

ほ

"
椎
察
す
る 

i

が
出
取
る
。
其
れ
で
民
政
上
の
自
*S

V
,

國
，民
的
合
同 

が
遂
げ
ら
れ
れ
を
後
、
反
對
ホ
る
と
き
-に
は
强
い
け
れ 

V
j

か
、
，適
當
の
满
足
を
愛
け
て
は
弱
く
な
る
國
民
的
本 

，
能
な
る
も
の
ほ
、
旧
海
同
胞
さ

K

ふ
嚴
か
に
廣
大
で
併 

か
も
高
货
な
る
感
情
の
巾
に
融
和
し
て
了
は
れ
ね
ぱ
な 

ら
の
。
國
民
的
本
能
な
る
も
の
，は
畢
觉
此
目
的
を
速
せ 

む
が
爲
の
豫
備
的
階
段
.

に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

(

完

)

逮

績

航

海

に

職

ず

ろ

英
 

米

の

主

張

,, 

泉

哲

一
九 

一S

年
.七
月
一1

十
八
H
填
洪
國
の
對
塞
比
照
宣 

戰
以
來
級
に
歐
洲
大
飢
の
勃
發
を
來
し
一
九
一
五
、

一 

ギ
を
經
撒
し
本
年
に
入
り
て
倚
其
終
肩
を
豫
測
し 

難
き

の
狀
を
呈
せ
い
。
.此
の
終

4
?

を
豫
測
し
能
は
ざ
る 

戰
亂
ホ
に
於
て
最
も
重
大
な
る®

を
蔣
起
せ
る
一
は 

實
じ
®

食
物
資
の
供
給
間
週
と
なb

。
.若
し
交
戰
國
の 

一
方
が
巧E

敵
國
に
輸
入
せ
ら
る〜

.物
資
の
供
給
を
杜 

絕
し
得
ぱ
其
の
扯
絕
せ
ら
れ
た
る
一
方
は
頗
る
不
利
の 

地
位
に
起
ぢ
早
晚
敗
退
の
運
命
に
到
遂
す
べ
き
は
唯
だ 

麻
の
：問
M
と
化
し
終
るY

 
く
戰
银
終
局
の
豫
侧
又
困
難 

に
，̂
ら
す
。
さ
れ
ぱ
カ
义
戰
國
の
®
方
共
に
對
ず
國
の
沿 

岸
を
對
餅
レ
外
海
よ-
め̂
交
氣
を
纏
蘭
し
て.物

の

^

狼
十1

激

G

ハ.
耳
ツ
維
錄
述
嫩
航
海
に
闕
す
る
爽
来
の
主
張

，第
m

七
五
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0

史
上
よ
リ
觀
た
る
世
界
主
義

然
：
號

富

が
、
一
九
 

一m

ホ
に
は
伯
牀
の
變
節
揉
等
に
依
て
世 

主
義
の
理
想
は
無
踐
に
襄
切
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
菩
人 

を
し
て
、
將
來
世
界
主
義
的®

想
を
實
行
す
る
じ
方
ぐ
、 

善
意
と
的
確
な
る
判
斷
ざ
が
互
に
揚
挈
せ
む乙

ビ
を
希 

望
せ
し
め
ょ
。
旣
に
海
牙
仲
裁
裁
剑
所
で
は
、
武
力
に 

代
ゆ
る
に
'道
理
の
勝
利
を
確
保
す
可
き
方
法
が
出
來
て 

居
る
。
.若
し
今
後
總
て
の
歐
洲
强
國
が
協
和
の
意
志
を 

以
て
征
服
の
意
志y

代
ゆ
る
乙

V
J

に
同
意
す
る
や
ぅ
に 

進
む
だ
な
ら
ぼ
、
世
界
主
義
の
業
務
は
半
ぱ
遂
行
さ
れ 

た
の
で
あ
る
.
。

.

何
故
新
歐
羅
巴
は
咎
國
の
利
害
を
協
調
す
る
，

i

と
を 

好
ま
ぬ
で
あ
ら
ぅ
か
。
有
ゆ
る
重
立
ジ
カ
る
思
想
家
は
、 

現
に
®

R

的
抱
資
の
中
で
も
此
較
他
傭
全
な
る
分

(
詳 

言
ず
れ
ぱ
同一

の
感
情
を
抱
げ
る
人
々
の
政
治
的
合
同 

を
獎
勵
す
る
が
如
き)

は
、
相
當
な
る
滿
足
を
與
へ
ら 

る
可
き
で
あ
るこ

*/

し
をI

S

め
て
居
る
。
白
耳
義
は
以
前 

ょ
り
も
一
層
の
光
衆
を
以.て
與
典
せ
ら
るA

で
あ
ら 

う
。
侧
闕
西
はK

ル
サ
乂 • 

5
1

1
レ

ン

を

！
：
後

せ

ね

ば

な
ら
ぬ
。
然
し
*

、
白
®

民
に
し
て
賢
旧
な
ら
ば
、
決
し 

て
？來
因
の
國
を
欲

.求
せ
ぬ
で
あ
ら
う
。
，
波
蘭，(

1 

七
.
一
年
の
波
M

>

.
は
假
露
傲
宗
主
權
の
下
に

.立C
V

に 

せ
ょ
？
民
政
上
の
自
由
を
獲
て
復
话
す
可
き
で
あ
'
る
。
一
 

伊
太
利
亦
ト
レ
ン
チ
ノ
及
び
ト
ブH

ス
ト
に
於
け
る
同 

國
人
の
囘
收
遂
ぐ
可
き
も
、
ポ
し
併
國
に
し
て
®
明 

な
ら
ば
、
進
む
で
東
方
の
ス"
グ

ユ
ン
人
や
ス
ラ
グ
人 

の
顿
土
を
併
合
し
な
い
で
あ
ら
う
。
塊
地
利
の
間
照
や 

東
方
の
問
題
は
一
層
難
題
で
あ
る
が
、
然
し
是
等
の
問 

題
も
國
民
主
義
や
權
利
の
平
等
を®
碰
ビ

し
れ
る
聯
邦 

制
度
に
依
て
決
定
せ
ら
る/
!
で
あ
ら
う
。
マ
セ
ド

5
!

ア 

の
紛
糾
も
關
係
あ
る
諧
國K

の
喧
溝
な
る
代
ま
者
の
手 

に
於
て
せ
ず
、..列

強

の

任

命

し

な

る

委

.員

に

依

て

決

定
 

せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ア
ル
パ
 

ー！
ア
、

勃
牙
利
、

コ
ン 

ス
タ
ン
チ
ノ
I

プ
ル
に
國
す
る
諧
問
題
に
就
て
は
、
注 

意
深
き
人
は<1

^

は
於
て
憶
斷
を
下
さ
な%

で
あ
ら
う
。
 

何
と
な
れ
ば
、
是
等
の
1
ほ
主
、、」

し
て
時
局
の
進
妙 

に
雄
で
決
東
せ
ら
：
^

ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る。
§

 

^

W


